
＜今月の表紙＞

ひなまつり（みなみ保育園）

≪主な内容≫

▽まちの取組

　４月からあじバスの運行内容が変わります！　ほか

▽お知らせ

　子ども医療費受給資格証の更新手続きをお忘れなく　ほか

＜広報あじがさわ３月号発行の遅れについて＞

広報あじがさわ３月号は、都合により３月
14日に遅れて発行することとなりました。
すでに終了したイベント等も掲載されてい
ますがご了承ください。
町民の皆様には大変ご迷惑をおかけしまし
た。心よりお詫び申し上げます。
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鰺
ヶ
沢
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
以
下
、
あ
じ
バ
ス
）
は
、
今
年

４
月
で
運
行
８
年
目
を
迎
え
、
町

内
の
小
中
学
生
の
通
学
を
は
じ
め

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
の
一
部
の
便
の
廃
止
、
運

行
す
る
バ
ス
の
車
両
サ
イ
ズ
の
変

更
、
市
街
地
巡
回
線
の
延
伸
な
ど

の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。■

〈
変
更
そ
の
１
〉

一
部
路
線
を
減
便
し
ま
す

�
（
※
予
定
）

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど
を
考

慮
し
、
４
月
か
ら
一
部
の
便
が
廃

止
と
な
り
減
便
し
ま
す
。

●
南
金
沢
線
の
廃
止

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
西
海
小
学
校
と
鰺
ヶ
沢

中
学
校
の
登
校
便
と
し
て
運
行
し

て
い
た
南
金
沢
線
（
出
発
地
・
目

内
崎
）
を
廃
止
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
大
然
線
が
目
内

崎
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
で
運
行
し

ま
す
（
大
然
線
の
土
・
日
・
祝
日

と
同
じ
ル
ー
ト
）。
７
時
台
の
大

然
線
の
時
刻
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
各
学
校

を
通
し
て
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●�

鳴
戸
線
の
土
曜
・
祝
日
に

運
行
す
る
一
部
の
便
の
廃
止

鰺
ヶ
沢
中
学
校
発　
　
８
時
25
分

鳴
戸
団
地
公
園
前
発　
11
時
30
分

　
土
曜
・
祝
日
に
、
鰺
ヶ
沢
中
学

校
第
２
体
育
館
（
鳴
戸
ケ
丘
）
で

部
活
動
を
行
う
生
徒
の
移
動
を
主

な
目
的
と
し
て
運
行
し
て
い
る
便

を
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
第
２
体
育
館
へ
移

動
す
る
生
徒
は
鰺
ヶ
沢
中
学
校
で

鳴
戸
線
に
乗
換
え
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
鰺
ケ
沢
駅
前
な
ど
で

市
街
地
巡
回
線
に
乗
換
え
て
移
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
〈
変
更
そ
の
２
〉

一
部
の
便
に
つ
い
て
バ
ス

車
両
の
サ
イ
ズ
を
変
更
し

ま
す
（
※
予
定
）

　
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
を
考
慮

し
、
４
月
か
ら
、
一
部
の
便
に
つ

い
て
運
行
す
る
バ
ス
車
両
の
大
き

さ
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

運
行
す
る
バ
ス
事
業
者
も
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●�

大
然
線
の
始
発
便
が
大
き

く
な
り
ま
す

　
大
然
発
６
時
40
分
の
始
発
便
は
、

現
在
乗
車
定
員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
車
両
で
運
行
し
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
Ｊ
Ｒ
五
能
線
へ
の
接
続

便
と
し
て
利
用
者
数
が
増
加
し
て

い
る
た
め
、
４
月
か
ら
は
中
型
バ

ス
な
ど
で
運
行
し
ま
す
。

●�

松
代
線
の
始
発
便
が
小
さ

く
な
り
ま
す

　
松
代
発
６
時
45
分
の
始
発
便
は
、

現
在
中
型
バ
ス
な
ど
で
運
行
し
て

い
ま
す
。

町コミュニティバス（あじバス）運行事業

４月からあじバスの運行内容が変わります！
《変更のポイントは３つ！》

１．一部路線の減便　２.車両サイズの変更　３.市街地巡回線のルート延伸
〔※ただし、変更事項全てにおいて、現在、申請等手続き中のため「予定」と表記しています〕

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実

績
を
考
慮
し
、
４
月
か
ら
は
乗
車

定
員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

車
両
で
運
行
し
ま
す
。

●�

市
街
地
巡
回
線
が
大
き
く

な
り
ま
す

　
実
証
運
行
を
経
て
令
和
３
年
４

月
か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
た
市

街
地
巡
回
線
は
、
買
い
物
や
金
融

機
関
へ
の
お
出
か
け
、
通
院
な
ど

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
５
月
に
移
転
し

た
町
役
場
庁
舎
前
に
も
バ
ス
停
を

設
け
て
お
り
、
役
場
へ
お
越
し
の

際
に
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
街
地
巡
回
線
は
、
現
在
乗
車

定
員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

車
両
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
お ジャンボタクシー車両（イメージ）
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り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
満
席
に

な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
な
る
利
用
者
の
増
加

を
見
据
え
、
４
月
か
ら
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
（
一
部
、
中
型
バ
ス
）
で
の

運
行
に
変
更
し
ま
す
。

　

大
き
な
バ
ス
は
乗
降
口
の
ス

テ
ッ
プ
が
高
く
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
バ
ス
に
は
踏
み
台

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
運
転
士
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

■
〈
変
更
そ
の
３
〉

市
街
地
巡
回
線
の
ル
ー
ト

を
延
伸
し
ま
す
（
※
予
定
）

●�

漁
師
町
・
富
根
町
・
淀

町
・
大
和
田
地
区
も
運
行

し
ま
す

　
前
述
の
と
お
り
利
用
者
が
増
加

し
て
い
る
市
街
地
巡
回
線
で
す
が
、

現
在
運
行
し
て
い
な
い
鰺
ヶ
沢
地

区
の
一
部
地
域
へ
の
運
行
に
つ
い

て
も
、
以
前
か
ら
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
運
行
内
容
を
見
直
し
、

４
月
か
ら
市
街
地
巡
回
線
の
一
部

の
便
を
大
和
田
方
面
ま
で
延
伸
し
、

鰺
ヶ
沢
中
学
校
で
転
回
し
て
運
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●�
８
時
台
に
運
行
す
る
１
便

と
２
便
の
運
行
ル
ー
ト
を

交
換
し
ま
す

　
市
街
地
巡
回
線
の
１
便
を
始
発

と
す
る
奇
数
便
は
、
現
在
、
鰺
ヶ

沢
地
区
、
舞
戸
地
区
の
順
に
巡
回

す
る
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
お
り
、

２
便
を
は
じ
め
と
す
る
偶
数
便
は

そ
の
逆
、
舞
戸
地
区
、
鰺
ヶ
沢
地

区
の
順
に
巡
回
す
る
ル
ー
ト
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
４
月
か
ら
は
鰺
高
生

が
市
街
地
巡
回
線
を
利
用
し
て
登

校
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
始

業
に
間
に
合
う
よ
う
、
現
在
の
１

便
と
２
便
の
み
運
行
ル
ー
ト
を
交

換
し
て
運
行
し
ま
す
。

　
以
上
の
変
更
に
よ
り
、
市
街
地

巡
回
線
の
運
行
時
刻
が
変
わ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
赤
石
・

中
村
・
鳴
沢
地
区
の
各
便
と
の
接

続
は
維
持
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

新
た
に
配
布
す
る
時
刻
表
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
〈
そ
の
他
〉

新
た
な
時
刻
表
を
３
月
中

旬
に
配
布
し
ま
す

　
４
月
か
ら
の
変
更
に
伴
い
、
新

た
な
時
刻
表
を
各
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。

　
普
段
あ
じ
バ
ス
を
ご
利
用
に
な

ら
な
い
世
帯
で
も
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
捨
て
ず
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
政
策
推
進
課　

�

政
策
調
整
班（
○内
３
３
５
）

市街地巡回線利用者数
（高校生以上）

令和３年度　　 6,985人
令和４年度　　10,337人
令和５年度※　 9,346人
※�４月～１月末までの人数

＜市街地巡回線 路線図＞

２・３・７便 　 　（延伸する便）　　５便 　 　　　１・４・６便 　 　　　８便 　 　（延伸する便）

※令和６年４月１日以降

鳴
戸
団
地
公
園
前

鰺
ヶ
沢
町
役
場

坂　

本

舞　

戸

み
ど
り
団
地

舞
戸
西
禿

舞
戸
小
学
校

鰺
ヶ
沢
病
院

鰺
ケ
沢
駅
前

舞
戸
本
町

田
中
町

七
ツ
石

海
の
駅
わ
ん
ど
前

本
町
一
丁
目

鰺
ヶ
沢
本
町

釣
町

淀　

町

大
和
田

大
和
田
西
口

鰺
ヶ
沢
中
学
校

小　

夜

小
夜
入
口

漁
師
町

富
根
町

舞
戸
北
禿
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地
域
校
存
続
へ 

関
係
４
町
村
の
連
携
し
た
取
組

�

～
県
教
委
へ
猶
予
期
間
延
長
な
ど
を
要
望
～

地域校の魅力化推進に係る取組（概要）
大間高等学校（２学級） 鰺ヶ沢高等学校（１学級）

【
学
校
の
取
組
】

生
徒
の
全
国
募
集
／
全
国

募
集
に
係
る
補
助
（
船
舶

免
許
取
得
な
ど
）
／
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
充

実　
な
ど

【
自
治
体
の
取
組
】

大
間
高
校
教
育
振
興
会
へ

の
負
担
金
補
助
／
全
国
募

集
入
学
者
へ
の
生
活
環
境

整
備
／
全
国
募
集
参
加
へ

の
協
力

【
学
校
の
取
組
】

生
徒
の
全
国
募
集
／
ド

ロ
ー
ン
操
作
技
術
の
習
得

推
進
／
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
編
成

に
合
わ
せ
た
出
校
時
間
の

見
直
し
／
部
活
動
の
新
設

（
ゴ
ル
フ
部
）　
な
ど

【
自
治
体
の
取
組
】

Ｊ
Ｒ
鰺
ケ
沢
駅
か
ら
高
校

ま
で
の
通
学
バ
ス
運
行
／

全
国
募
集
入
学
者
へ
の
生

活
環
境
整
備
／
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研

究
会
の
活
動
支
援　
な
ど

六ヶ所高等学校（１学級） 三戸高等学校（１学級）

【
学
校
の
取
組
】

進
学
希
望
実
現
に
向
け
た

取
組
の
充
実
／
地
域
と
連

携
し
た
教
育
活
動
の
充
実

／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服

の
導
入　
な
ど

【
自
治
体
の
取
組
】

六
ヶ
所
高
等
学
校
活
性
化

対
策
協
議
会
へ
の
負
担
金

補
助
／
通
学
バ
ス
の
運
行

／
部
活
動
、
学
校
行
事
な

ど
に
係
る
バ
ス
運
行

【
学
校
の
取
組
】

生
徒
の
全
国
募
集
／
部
活

動
の
新
設（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

部
）／
商
品
開
発
の
実
施

／
学
習
コ
ー
チ
・
知
的
財

産
講
演
会
の
開
催　
な
ど

【
自
治
体
の
取
組
】

資
格
取
得
な
ど
各
種
経
費

補
助
／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
採
用
／
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
の
昼
食
の
提
供��

な
ど

　
鰺
ヶ
沢
町
、
三
戸
町
、
大
間
町
、

六
ヶ
所
村
の
４
町
村
で
組
織
す
る

「
地
域
校
立
地
町
村
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
協
議
会
）」（
会
長
：
平

田
町
長
）
は
、
１
月
23
日
、
青
森

県
庁
を
訪
れ
、
風
張
知
子
教
育
長

へ
、
募
集
停
止
や
学
級
減
と
な
る

要
件
の
期
間
の
緩
和
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
平
田
町
長
は
、「
高
校
魅
力
化

に
関
す
る
取
組
み
で
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
２
年
間
は
短
す
ぎ
る
。

計
画
期
間
と
同
じ
令
和
９
年
度
ま

で
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
首

長
か
ら
は
「
地
域
校
に
新
採
用
の

若
い
教
員
を
配
置
し
、
地
域
と
の

連
携
と
学
校
の
魅
力
化
を
体
験
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　
風
張
教
育
長
は
「
募
集
停
止
基

準
を
維
持
す
る
」
と
話
し
ま
し
た

が
、
当
協
議
会
で
は
今
後
も
各
自

治
体
や
高
校
、
県
ほ
か
関
係
機
関

な
ど
と
情
報
共
有
や
連
携
強
化
に

努
め
、
地
域
校
の
活
動
の
情
報
発

信
を
は
じ
め
、
地
元
高
校
の
存
続

と
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
要
望
書
提
出
後
、
協
議

会
は
地
域
校
の
魅
力
化
推
進
に
関

す
る
活
動
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
広
く
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
各
自
治
体
や
４
校
が
取
組

む
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
校
の
報
告
に
、
風
張
教
育
長
も

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

【
地
域
校
】

　
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進

計
画
第
２
期
実
施
計
画
（
令
和
５

～
９
年
度
）
で
は
、
鰺
ヶ
沢
高
校

を
含
む
４
校
を
、「
地
域
校
」（
募

集
停
止
な
ど
に
よ
り
高
校
へ
の
通

学
が
困
難
な
地
域
が
新
た
に
生
じ

る
こ
と
と
な
る
高
校
）
と
し
て
配

置
し
た
。
地
域
校
の
う
ち
、
１
学

年
１
学
級
の
高
校
で
あ
れ
ば
、
入

学
者
数
が
２
年
連
続
で
募
集
定
員

の
半
数
未
満
に
な
る
と
、
募
集
停

止
に
向
け
た
協
議
を
開
始
。
２
学

級
規
模
の
高
校
で
あ
れ
ば
、
２
年

連
続
で
入
学
者
数
が
40
人
以
下
に

な
る
と
、
原
則
１
学
級
減
と
な
る
。

【
地
域
校
立
地
町
村
連
絡
協
議
会
】

　
令
和
３
年
10
月
に
設
立
。
地
元

高
校
の
存
続
と
活
性
化
に
寄
与
す

る
た
め
、
要
望
活
動
や
全
国
募
集

の
先
進
校
視
察
な
ど
の
活
動
を
実

施
。
ま
た
、
設
立
以
来
、
毎
年
継

続
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問
学
校
教
育
課　

�

学
校
教
育
班（
○内
３
５
０
）

要
望
内
容

①�

募
集
停
止
・
学
級
減
と
な
る

要
件
の
期
間
の
緩
和
（
２
年

間
か
ら
５
年
間
へ
の
延
長
）

②
県
独
自
の
財
政
支
援

③
県
教
委
の
支
援
・
連
携
強
化

④�

教
員
の
人
的
配
置
（
加
配
）

の
実
施

風張教育長（中央）に要望書を手
渡す地域校立地町村連絡協議会　
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　文化財防火デーの１月26日、釣町の来生寺（園村義誠住職）
で、文化財を火災や震災などの災害から守るための訓練が行わ
れました。鰺ヶ沢消防本部や消防署、町消防団第１分団第５部
の団員ら約20名が参加し、本堂からの出火を想定した寺院へ
の放水作業と本堂から文化財を運び出す訓練をしました。
　文化財防火デーは、昭和24年１月26日に現存する世界最古
の木造建築物である法隆寺金堂の壁画が焼損したことを契機に、
昭和30年に定められました。そのため、この日を中心に全国
的な文化財防火運動が展開され、町でも町内寺院の協力のもと、
毎年防火訓練が行われています。

みんなで守ろう文化財　文化財防火デー

　鰺ケ沢警察署は１月26日、ホテルグランメール山海荘で
「警察協力者感謝状贈呈式並びに優良警察職員表彰式」を開催
し、芳賀延聡署長から出席者へ感謝状が手渡されました。これ
は、令和５年中に警察活動に協力し、鰺ヶ沢町と深浦町におい
て功労のあった団体と個人に贈られるもので、鰺ヶ沢町の11
団体、個人10名を含む17団体、個人14名に感謝状が贈呈され
ました。
　芳賀署長は「安心安全なまちづくりのため、力を尽くしてい
くので、ご協力をお願いしたい」と挨拶しました。

警察協力者に感謝状を贈呈

　１月12日、鯵ヶ沢町社会福祉協議会（平田衛会長）主催の
「鯵ヶ沢町地域福祉推進大会」が舞戸公民館で開催されました。
これは、多年にわたり社会福祉向上に尽力された方々に感謝の
意を表するとともに、さらなる地域福祉活動への関心と理解を
深めるために開催されているものです。
　大会では、平田会長が「いきがいづくり大作戦～めざせ生涯
現役社会～」と題して、高齢者ふれあいの場や生き活きわーく
センターなどの活動を紹介しました。また、地域福祉に貢献し
た方へ鯵ヶ沢町社会福祉協議会会長表彰が贈呈されたほか、ふ
くし作文・絵コンクール表彰受賞者に賞状が贈られました。

町社協が地域福祉推進大会を開催

ふくし作文・絵コンクール表彰の様子

文化財防火訓練の様子

表彰を受ける防犯指導隊鳴沢支隊（右）

　節分の時期に合わせ、町内の保育所と認定こども園で豆まき
が行われました。
　２月２日、舞戸子の星こども園（吉田諭大園長）で行われた
豆まき集会では、手作りの鬼のお面を着けた園児が、先生から
節分の由来や鬼が苦手なものなどについてのお話を聞きました。
その後、教室に鬼が現れると園児は「鬼は外、福は内」と、元
気に掛け声をかけながら豆に見立てた丸めた新聞紙を鬼に向
かってぶつけていました。中には驚いて泣いてしまう園児もい
ましたが、最後はみんなで力を合わせて怖い鬼をこらしめ、反
省した鬼と仲直りをしていました。

鬼は外、福は内　町内園児が豆まきで鬼退治

豆まきをして鬼を追い払う園児
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五所川原保健所　こころの健康相談
３月14日（木）13：00～14：00　　TEL：0173-34-2108（要予約）

　ストレスや不安などによる「メンタルの不調」の症状は、様々な形で現れます。ちょっとしたことで
不安やいらだちを感じる、眠れない、肩こり、食欲の変化などが見られることがあります。
　それは、心が疲れたSOSのサインかもしれません。今の自分の気持ちを振り返り、心の健康を保つ
ためにできることを知りましょう。

ストレスとの上手な付き合い方
リラクゼーション…気分転換を意識しましょう
　・音楽を聴く、ストレッチ、呼吸法など心と体を休める時間を作る
　・自分が心地よいと思う環境を整える
　・趣味を楽しむ　など

コミュニケーション…安心感を意識しましょう
　・家族や友人など信頼している人と意見や感情を分かち合う
　・不安な気持ちを抱え込まず、安心できる相手に打ち明ける

生活を整える…心と体をいたわりましょう
　・食事、睡眠、運動などいつもの生活リズムや習慣を保つ
　・今自分ができていることや、いつもどおり続けられていることを認める　

＊�広報あじがさわ３月号と一緒に、こころの健康づくりリーフレット「気づいてください　こころの　
赤信号」を毎戸配布していますので、ご覧ください。

＊「こころの健康講座」を下記のとおり開催します。（どなたでも参加できます。当日参加も大歓迎）
　２月29日（木）13：30～15：30　山村開発センターホール

「お手軽元気健康チェック・脳の健康チェック」のお知らせ
　「お手軽元気健康チェック」では、血圧・骨密度・体組成測定などができます。短時間で測定できますので、
日々の健康管理にお役立てください。
　また、「脳の健康チェック」もあわせて実施しますので、「最近もの忘れかな？と気になっている」「探しものが
増えた」などお困りのことがある方は、ぜひお越しください。
【期　日】３月１日（金）
【時　間】15：00～17：00（都合の良い時間にお越しください）　　
【会　場】役場１階　町民ホール
【その他】骨密度・体組成測定は素足での測定となります。タイツなどの着用はご遠慮ください。

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

～３月は「自殺対策強化月間」です～

３月のテーマ「心の健康」
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献血バスがやってきます！！

　青森県では献血者数が年々減少し、過去最高の平成３年度の101,526人（若年層70,936人）と
比較して、令和４年度は47,127人（若年層16,628人）まで低下しています。
　若年層の献血率は依然として低下傾向が続いています。輸血を必要としている患者さんが安心し
て医療を受けられるよう、献血にご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

～新型コロナワクチン接種をご希望の方へ～
新型コロナワクチンの全額公費による接種は令和６年３月31日で終了します

　新型コロナワクチンの全額公費（無料）による接種は、初回接種、秋冬の接種ともに令和６年３
月31日で終了します。接種をご希望の方は、期間内に余裕をもって受けてください。
　町内で接種を希望する方は、令和５年12月28日発行の毎戸配布チラシvol.19に接種日程が掲載
されていますのでご確認ください。

３月１日～７日は
「子ども予防接種週間」です

　予防接種の受け忘れがないかこの機会に確認し、公
費（無料）で接種できる期間内に接種しましょう。

●この春小学校に入学する皆さん
麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）２期の接
種期限は３月31日までです。期限間近ですので接種
はお早めに。

●小学校６年生の皆さん
二種混合ワクチンの接種期限は13歳の誕生日の前日
までです。中学校に入学すると勉強や部活で忙しく接
種を逃しがちになります。

●高校３年生の皆さん
日本脳炎の予防接種は完了していますか？20歳の誕
生日の前日までは公費（無料）で接種できます。進学
や就職で親元を離れると接種を逃しがちになります。

３月１日～３月８日は
「女性の健康週間」です！

３月22日（金）10：00～12：00、13：15～16：00日 時 鰺
（受付：町民ホール）
ヶ沢町役場場 所

　厚生労働省は、女性が生涯を通じて健康で明るく、
充実した日々を自立して過ごすことを目指して、毎年
３月１日～３月８日を「女性の健康週間」と定め、女
性の健康づくりを国民運動として展開しています。女
性の健康に関する知識の向上と、女性を取り巻く健康
課題に対する社会的な関心を深めることを目的として
います。
　女性特有の病気（乳がん、子宮頸がん）は早期発見
が重要です。２年に１回のがん検診を受けて、自分の
身体の状態を良く知っておくこと
が大切です。変化を見逃さず変化
に気づいたらすぐに医師に相談す
るようにしましょう。

� 問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持ち物

乳児健診
３月28日（木）

【13：00～13：20】
中央公民館
２階和室

３か月児：令和５年11月生まれ
６か月児：令和５年９月生まれ
10か月児：令和５年５月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

【３月の乳幼児健診日程】

毎戸配布チラシ
はこちらから
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　赤ちゃんと一緒に行動している方は日頃から赤
ちゃんに必要な物を備えたり、持ち歩いたりしてい
ると思います。
　でも、万が一に備えて、家族の誰でも、非常時に
すぐに持ち出せる防災セットを用意しておくことを
おすすめします。
　防災セットは、赤ちゃんの月齢に合わせて確認が
必要です。先々の少し大きくなったときの分も入れ
ておくのも良いですね。

避難しよう！
　ご自宅に災害の危険が及びそうになったとき、安
全な場所に住んでいて、身を寄せられる親戚や知人
はいますか？赤ちゃんや小さいお子さんがいると、
泣いたり騒いだりして、迷惑をかけるのではないか
と遠慮して頼らない方もいるかと思います。でも、

問ほけん福祉課 �子ども家庭班 �母子支援センター（○内156）　✉boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

作ろう！防災セット
遠慮しないで、頼りましょう！そしていざというと
きに備えて、日頃から相談しておきましょう。
　安全な場所に住んでいる親戚・知人がいない場合、
町が開設する避難所に避難しましょう！その際も遠
慮しないで避難することが大切です。

赤ちゃんのいる家庭の防災セットに入れたい物
� （少なくとも３日分は準備しましょう）

□おむつ　　　　　　□スプーン　　　□おくるみ
□おしりふき　　　　□バスタオル　　□ガーゼ
□使い捨て哺乳瓶　　□タオル　　　　□おもちゃ
□粉ミルク　　　　　□着替え　　　　□絵本
□液体ミルク　　　　□使用済みおむつを入れる袋
□レトルトの離乳食　□ティッシュペーパー
□赤ちゃん用おやつや飲料水　など

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが健康で元気に過ごす
ために必要な情報を提供し、ドクターからのアドバイスを紹介
するコーナーです。（広報あじがさわでは不定期に掲載していま
す。）

　フランスの学者パスカルが「人間は、自然のう
ちで最も弱い一本の葦

あし

にすぎない。しかしそれは
考える葦である」ということを言ったそうですが、
生物学者の福岡伸一さんは「人間は考える管

くだ

であ
る」「ヒトの身体はとどのつまりちくわのような
もの。口と肛門で外界とつながった一本のチュー
ブ」と表現されたそうです。
　食べたものが、そのチューブを通ってすっきり
出なければ、それが便秘の状態と思われます。便
秘は、生活習慣改善（適度な運動とバランスのよ
い食事、規則正しい排便習慣）で良くなるともい
われます。
　また、市販の下剤を使用している方で刺激性下
剤（センナ、ピコスルファート、ダイオウなど）
の場合は、長期連用で効果が乏しくなるため注意
が必要です。便秘が比較的短期間に悪化する時や、

腹痛や排便時の出血など他の症状を伴う時は、特
に注意しましょう。このような場合は腫瘍性疾患
（大腸ポリープや大腸がん）や炎症性疾患などが
隠れているおそれがあり、医療機関にご相談くだ
さい。便秘以外に特に症状がない方も、健診の採
血で貧血傾向の発見や、大腸がん検診の便潜血陽
性などの異常があれば、病気発見のきっかけにな
ると思われます。

便　　秘

《今月のドクター》
一　戸　久　人 先生

つがる市民診療所　所長

健 康健 康

万歩計
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地域ケア会議～地域で元気に暮らすために～
こんにちは！地域包括支援センターです!!

●地域ケア会議ってなに？
　地域ケア会議は、高齢者一人ひとりの問題や地域の課題について解決策を考える会議です。人と人とがつながる
方法や支援の体制づくり、「あったらいいな」と思う仕組みや取組みを検討します。

●どんなことを話し合っているの？
　◦地域での見守りが難しくなってきた認知症高齢者の支援方法
　◦引きこもりがちな高齢者が再び外出する気持ちになるためには
　◦アルコール依存のある息子と暮らす家族にどんな支援ができるか
　◦人生の最期を家で過ごしたい人と家族を支えるために　など

●どんな人が参加しているの？
　福祉、医療、法律など様々な分野の人が参加しています。
　◦ケアマネージャー　　　　　◦介護サービス事業所職員
　◦薬剤師、病院相談員　　　　◦民生委員・児童委員
　◦行政職員　　　　　　　　　◦社会福祉協議会職員　　
　◦法律事務所職員　　　　　　　　　　　　　　　など

問ほけん福祉課　地域包括支援センター（○内124、125、126）

高齢者が鰺ヶ沢町で元気に暮らしていけるように、これからも取組んでいきます　

    〒０３８−２７６１ 
   ⻘森県⻄津軽郡鰺ヶ沢町舞⼾町下富⽥４−３３ 
   TEL︓０７０−４３８６−６１００ 
   FAX︓０５０−３４５０−６８２１ 
   メール︓  llc.fttb@gmail.com 
   担当︓廣岡（ヒロオカ） 

 ❇   障害のある⽅の就労訓練をしています   ❇ 

 ★ ⽇中、何かお仕事がしたい︕ 
 ★ 就職したいけど、どこかで訓練してから挑みたい︕ 
 ★ 話だけでも聞いてほしい︕ 

 まずはお気軽にお問い合わせください︕      ⾒学・体験 受付中︕ 

                          

自分の立場だったら
どんな支援ができるだろう…
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コーヒー教室開催【第３回】
～初心者のための美味しいコーヒーの淹れ方～
　町教育委員会では、町民を対象と
した初心者のためのコーヒー教室を
開催します。
　ハンドドリップで淹れる自分だけ
の１杯とちょっとしたお菓子、そし
て心地良い音楽の流れる空間で癒しのひと時を過ごし
ませんか？
日　時▶３月８日（金）18：30～20：30
場　所▶日本海拠点館　１階　喫茶コーナー
内　容▶ハンドドリップの基礎を学ぶ
講　師▶「CAFÉ水とコーヒー」代表　太田 正史 氏
参加料▶1,000円
定　員▶10名
※�第１回、２回と同じ内容のため、初めての方を優先
させていただきます。
申込締切▶３月４日（月）
※�定員になり次第締切ります。
� 申・問社会教育課　社会教育班（○内363）

★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「777　トリプルセブン」
　著：伊坂　幸太郎／
　出版社：KADOKAWA
　やることなすことツキに見放されてい
る殺し屋・七尾。通称「天道虫」と呼ば
れる彼が請け負ったのは、超高級ホテル
の一室にプレゼントを届けるという「簡単かつ安全な
仕事」のはずだった――。時を同じくして、そのホテ
ルには驚異的な記憶力を備えた女性・紙野結花が身を
潜めていた。彼女を狙って、非合法な裏の仕事を生業
にする人間たちが集まってくる……。そのホテルには、
物騒な奴らが群れをなす！

≪児童書≫「れいぞうこのおくのおく」
　作・絵：うえだ　しげこ／
　出版社：教育画劇　
　チーズが大好きなすずちゃんの
お誕生日にこのお家にやってきた、
ぼく。
　その日は、いろんなチーズ料理になって大活躍だっ
たんだけれど、残りはラップに包んでまた今度食べよ
うねって言われたっきり、ずっと出番がなくて、冷蔵
庫の奥に忘れられてしまった。
　チーズはママに見つけてもらおうと、冷蔵庫の最前
列に躍り出ようとするけれど……。

　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りる
ことができますので、ぜひご利用ください。
　なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があり
ます。１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお
願いいたします。〈予約可〉
　日本海拠点館では小学生以下のお子さんを対象に
「こどもブックラリー」を実施しています。奮ってご
参加ください
開館時間▶9：00～17：00　
休 館 日▶月、火曜日
� （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
返却場所▶日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

赤十字活動にご支援をお願いします
～救うを託されている。赤十字は、あなたとともに動きます。～
　日本赤十字社青森県支部は、災害・紛争などから命
を守り、苦痛を軽減する活動をはじめ、平時は教育現
場や自治会などで防災・減災の講習会やボランティア
活動などを展開しています。
　こうした活動は、毎年２月から自治会・町内会など
の赤十字ボランティアが個別訪問をさせていただき、
寄せられた会費や寄附金によって支えられています。
　本年も引き続き、町民の皆さまのあたたかいご支援
を心よりお願い申し上げます。
問日本赤十字社青森県支部［☎017－722－2011］
同支部　鰺ヶ沢町分区（ほけん福祉課福祉班）（○内116）

４月１日（月）は
【第９期】後期高齢者医療保険料
　の納期限となっています。
～納め忘れのないようお願いします～

※口座振替で納付いただいている方は、納期限までに
口座残高の確認をお願いします。　　　　　　　

鰺ヶ沢スイミングクラブ〈幼児・学童コース〉
体験入学会を実施します！　　　　　　　　
期間▶３月１日（金）～３月21日（木）
　　　※スイミングクラブの日程に基づきます。
場所▶鰺ヶ沢町室内温水プール

幼児コース 学童コース

対　象

５歳児
H31.4.2

～

R2.4.1生

６歳児
H30.4.2

～

H31.4.1生

小学生
（新年度）1～6年生

曜　日 木曜日、土曜日 水～土曜日

時　間

木曜日
15：30～16：30

土曜日
15：00～16：00

水～金曜日　　　
16：30～17：30

土曜日
16：00～17：00

受講料 １回1,200円

※�期間中、随時受付しています（受講予定日の１週間
前まで）。申込用紙に記入のうえ、プール窓口でお
申込みください（電話予約可）。詳しくは下記まで
お問合せください。
� 申・問室内温水プール［☎72－5700］
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鰺ヶ沢町子ども医療費受給資格証の更新など手続きをお忘れなく
１．就学前のお子さんの更新手続き
　小学校就学前のお子さんの受給資格証の有効期限は１年間となっており、毎年、お子さんの誕生
月に受給資格証の更新手続きが必要です。今一度、受給資格証の有効期限をご確認ください。
　万が一有効期限が過ぎている場合は、速やかに更新手続きをお願いします。

２．小学校へ入学するお子さんの更新手続き
　４月から小学校へ入学するお子さんの受給資格証の有効期限は３月31日までとなっており、受給資格証の更新
手続きが必要です。
　対象となるご家庭には、３月上旬に申請書を郵送しますので、必要事項をご記入のうえ期限内に更新手続きをお
願いします。

３．中学校を卒業するお子さんの受給資格喪失
　３月に中学校を卒業するお子さんは、有効期限が３月31日までです。
　受給資格証は、ご家庭で破棄してくださるようお願いします。
� 申・問ほけん福祉課　子ども家庭班（○内154）

転出届はマイナポータルから！
　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオン
ラインでも転出の届出が可能です。
　また、スマートフォン用電子証明書搭載サービスに対応した端末を
お持ちの方は、スマートフォンのみで手続きが可能です。
　詳しくはデジタル庁ホームページをご覧ください。
※�マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市
区町村の窓口で転入届などの手続きが必要です。
� 申・問総合窓口課　戸籍年金班（○内166）

戸籍の証明書の請求が便利になります
　３月１日から本籍地以外の市区町村窓口でも戸籍証明書などの交付請求ができるようになります。
　これにより、町に本籍がない方も町の窓口で戸籍証明書などを請求することができます。

戸籍証明書などの請求のココが便利に！
（１）どこでも　�本籍地が遠くにある方でも、最寄りの市区町村の窓口に請求できます。
（２）まとめて　�ほしい戸籍の本籍地が全国各地にあっても、１か所の市区町村の窓口にまとめて請求できます。

取得できる証明書▶戸籍謄本（戸籍全部事項証明書）、除籍謄本（除籍全部事項証明書）、改製原戸籍謄本
請求できる方▶本人や配偶者または祖父母、父母、子、孫などの直系の方
※�きょうだいの戸籍証明書などは請求できませんのでご注意ください
必要書類▶顔写真付きの身分証明書（運転免許証、マイナンバーカードなど）
� 申・問総合窓口課　戸籍年金班（○内165、166）

デジタル庁政策
ページ「引越し
手続オンライン
サービス」

デジタル庁政策
ページ「スマホ
用電子証明書搭
載サービス」

マイナポータル
「引越し手続に
ついて」

11

★広報広聴担当メールアドレス
　　　　　　　⇒　ajkoho@town.ajigasawa.lg.jp



（仮称）青森津軽南洋上風力発電事業
計画段階環境配慮書の縦覧及び

住民説明会

　住友商事株式会社及び東京電力リ
ニューアブルパワー株式会社が、青
森県つがる市及び西津軽郡鰺ヶ沢町
の沖合で計画する洋上風力発電事業
に関して、「（仮称）青森津軽南洋上
風力発電事業　計画段階環境配慮
書」の縦覧及び説明会を行います。
場所▶町役場　政策推進課
期間▶３月14日（木）～４月15日（月）
（土・日・祝日を除く）
時間▶８：15～17：00
電子縦覧▶事業者ホームページで公開
≪住友商事株式会社≫https://www.
sumitomocorp.com/ja/jp/news/
important/group/20240314
≪東京電力リニューアブルパワー
株式会社≫https://www.tepco.co.jp/
rp/business/wind_power/kankyo_
assessment/aomoriminami_index-j.
html
意見書の提出
　環境保全の見地からご意見をお持
ちの方は、４月15日（月）までに、
縦覧場所に備え付けの意見記入用紙
に氏名、住所及び意見をご記入のう
え意見書箱に投函くださるか、問合
せ先へ郵送ください（郵送の場合は
当日消印有効）。

住民説明会
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館
日時▶４月４日（木）18：00から （２
時間程度）

事業者
住友商事株式会社、東京電力リニュー
アブルパワー株式会社

問〒100-8601　東京都千代田区
大手町二丁目３番２号
住友商事株式会社電力インフラ第一部
国内洋上風力発電事業第一チーム
［☎03－6285－5000］
問〒100-8560　東京都千代田区
内幸町一丁目１番３号�
東京電力リニューアブルパワー株式会社
風力部風力エンジニアリングセンター
調査グループ［☎03－6373－1111］

生活困窮に関する困りごと相談はこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉
協議会では、生活費
の確保が難しい方
（失業、病気など）
の相談を受付けてい
ます。また、相談ツー
ルのひとつとして、メール相談・
LINE相談も行っています。ひとり
で悩まず、お気軽に下記までご相談
ください。費用は無料、秘密は厳守
します。
メール相談用アドレス
� ajisya@chic.ocn.ne.jp　　
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

労働委員会委員による労働相談会

　個々の労働者と事
業主との間に生じた
労働問題（解雇・賃
金引下げ・長時間労
働・パワハラなど）
について、青森県労
働委員会委員が相談に応じます。費
用無料、秘密は厳守します。
　なお、随時受付していますが予約
優先です。
対象者▶県内の労働者・事業主
場所▶青森県労働委員会（東奥日報
新町ビル４階）
日時▶３月５日（火）13：30～15：30
　　　３月17日（日）10：00～12：00
� 問青森県労働委員会事務局
� ［☎017－734－9832］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内

　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハ
ローワークと鰺ヶ沢町の共同運営施
設です。お仕事の内容や応募条件の
確認、面接対策や応募書類の書き方
など、皆さまのお仕事探しのお手伝
いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付
した求人票を見ることができ、季節
求人も含め随時更新されています。
ぜひ、お気軽にご利用ください。
利用日▶月～金曜日（土日祝・年末
年始除く）
時間▶９：30～17：00
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

林業座談会開催

　つがる森林組合では、
今後の森林・林業の発
展につなげることを目
的として林業座談会を
開催します。
　森林・林業を取り巻く情勢と造林
補助事業や諸施策などの説明を行い
ます。
日時▶３月25日（月）13：30～
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館２階　大
会議室　
※鰺ヶ沢町のほか、深浦町でも開催
します。詳しくは下記へお問合せく
ださい。
� 問つがる森林組合本所
� ［☎72－2436］

愛車の住所変更はお忘れなく
　自動車税種別割の納税通知書は、原則として４月１日現在での自動車登
録の住所（車検証に記載されている住所）にお送りしています。引っ越し
などで住所が変わったときは、運輸支局で住所の「変更登録」を行う必要
があります。３月中に変更登録の手続きができない場合は、自動車税種別
割の住所変更を行いますので、最寄りの地域県民局県税部までご連絡くだ
さい。
　また、「青森県電子申請・届出システム」から届出することもできます
ので、詳しくは県ホームページ（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/
soumu/zeimu/top.html）をご覧ください。
※�車検証の住所は別途変更が必要です。運輸支局での変更登録も忘れずに
行ってください。
� 問西北地域県民局県税部　納税管理課［☎0173－34－3141］

LINE相談は
こちらから

詳細は
こちらから
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林業退職金共済制度に
加入しませんか？

　林業退職金共済制度（林退共）は、
林業界で働く方のために国が作った
退職金制度です。事業主の方々が、
従業者の働いた日数に応じて掛金と
なる共済証紙を共済手帳に貼り、そ
の従業者が林業界で働くことを辞め
たときに林退共から退職金を支払う、
林業界全体での退職金制度です。
　詳しい制度内容については下記ま
でお問合せください。
特長▶・掛金は、法人は損金、個人
企業では必要経費として扱われます
・掛金の一部を国が免除します
・雇用事業主が変わっても退職金は
企業間を通算して計算されます
　　　問（独）勤労者退職金共済機構
� 林業退金共済事業本部
� ［☎03－6731－2889］

自然災害による被災者の債務整理に関するガイドライン

　東日本大震災や平成27年９月２日以降に災害救助法
が適用された自然災害（注１）により影響を受けられ
た個人や個人事業主の方は、「自然災害による被災者
の債務整理に関するガイドライン」により、住宅ロー
ンなどの免除・減額（注２）を申し出ることができま
す。
　詳しくは、ローン借入先の金融機関などにお問合せ
ください。

ガイドラインを利用するメリット
（１）弁護士などの登録支援専門支援が無料で受けられます。
（２）�財産の一部を手元に残せます。ただし、被災状況、生活状況などの

個別事情により異なります。
（３）債務整理したことは個人信用情報として登録されません。
（注１）青森県内で近年発生した自然災害
　　　　令和５年７月７日からの大雨による災害
（注２）�債務の免除などには、一定の要件を満たすことや借入先の同意が

必要となります。

� 問東北財務局青森財務事務所　理財課［☎017－722－1463］

令和５年中の青森県内の交通事故発生状況
交通事故発生状況（令和５年12月31日現在)
発生件数　2,619件（前年比+244件）
死 者 数　45人（前年比+14人）
負傷者数　3,099人（前年比+246人）

令和５年中の交通死亡事故の主な特徴
１．死者45人中、高齢者の死者は25人（前年比＋10人）で、55.6%を占めた。
２．歩行中の死者22人（前年比＋７人）中、高齢者の死者は16人（前年比＋７人）で、72.7%を占めた。
３．�自動車乗車中の死者15人（前年比＋４人）のうち、シートベルト非着用死者は７人（前年比＋２人）

で、46.7％を占めた。
４．飲酒運転による死者数は４人（前年比＋２人）で、全死者数の8.9％を占めた。
� 問総務課　総務班（○内326）

--- 社会福祉法人 音 羽 会 ---

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里 ☎0173-72-1314

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 

住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前 ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 

（ＩＨヒータ）付 

ホームページ http://otowakai.or.jp/
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た
め
だ
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
前
船
の
寄
港
地
で
い
う
と
、

鰺
ヶ
沢
で
は
加
賀
粟あ

わ
が
さ
き崎
の
木
谷
や
小
浜
の
古

河
屋
と
い
っ
た
北
陸
の
北
前
船
主
た
ち
と
の

取
引
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
（
櫻
井
冬
樹

『
北
前
船
主
と
の
交
流
』）、
青
森
町
で
も
金

沢
藩
の
外
港
で
あ
る
宮
腰
の
北
前
船
主
・
銭

屋
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
銭
屋
は
青
森

町
の
豪
商
・
滝
屋
善
五
郎
の
紹
介
で
弘
前
藩

に
接
近
し
、
銭
屋
喜
助
と
い
う
人
物
が
滝
屋

に
寄
宿
し
て
青
森
支
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
滝
屋
と
銭
屋
の
関
係
を
示
す
資
料
の

ひ
と
つ
に
、
青
森
市
南
部
の
大
矢
沢
に
あ
る

香
取
神
社
境
内
の
、
嘉
永
２
年
（
１
８
４

９
）
４
月
に
奉
納
さ
れ
た
一
対
の
狛
犬
が
あ

り
ま
す
。
３
月
３
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
際
に

改
め
て
ご
紹
介
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　青森県で唯一の日本遺産「北前船寄港地」は、平
成29年度に鰺ヶ沢町・深浦町、平成30年度に野辺
地町が認定され、３町が揃ってから５周年を迎えま
した。
　この度、３町連携による記念イベントとして、ま
もなく青森開港400年を迎える青森市を会場に、
「北前船でつながる青森県の港町」をテーマとする
パネル展・フォーラムを開催します。

主催　野辺地町教育委員会
共催　北前船日本遺産推進協議会
　　　（北海道・青森ブロックリーダー�鰺ヶ沢町）

日本遺産「北前船寄港地」パネル展
◆期　間　２月16日（金）～３月３日（日）
　　　　　９：00～19：00（最終日は16：00まで）
◆場　所　リンクモア平安閣市民ホール
� （駅ビルラビナ隣）
◆入場料　無�料
◆内　容　北海道・青森県の北前船寄港地パネルなど

あおもり港町フォーラム
◆日　時　３月３日（日）13：30～16：00
◆場　所　リンクモア平安閣市民ホール
◆参加料　無�料
◆出演者
　高野 宏康（小樽商科大学客員研究員）
　中田 書矢（鰺ヶ沢町教育委員会総括学芸員）
　伊東 　信（深浦町教育委員会課長補佐）
　山崎 杏由（野辺地町歴史民俗資料館主幹）
　工藤 大輔（青森市民図書館歴史資料室長）

問野辺地町立歴史民俗資料館 ［☎0175－64－9494］・政策推進課　観光商工班（○内345）
青森市大矢沢 香取神社の狛犬

特
別
寄
稿　

ま
も
な
く
開
港
４
０
０
年

  

青
森
と
鰺
ヶ
沢

工
藤 

大
輔

（
青
森
市
民
図
書
館

　
　
歴
史
資
料
室
長
）

展示会・フォーラム 
青森市で開催︕ 

記念講演
高野宏康氏
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日
本
海
海
運
と
鰺
ヶ
沢
⑤

　

前
回
は
、
船
問
屋
の
屋
号
の
傾
向
か
ら
、

北
前
船
の
寄
港
地
か
ら
鰺
ヶ
沢
に
や
っ
て
き

た
商
人
が
店
を
構
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

触
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
少
し
話
を
広
げ
て
、
町
全
体
の
商

家
の
屋
号
の
傾
向
に
つ
い
て
、
光
信
公
の
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
鰺
ヶ

沢
町
絵
図
（
１
）』
を
も
と
に
見
て
い
き
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
こ
の
絵
図
は

文
化
年
間
（
１
８
０
４
～
１
８
１
８
）
以
前

の
鰺
ヶ
沢
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
絵
図
に
は
４
１
６
名
の
名

前
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、

屋
号
を
持
つ
者
が
88
名
で
全
体
の
約
22
％
、

屋
号
以
外
の
苗
字
を
持
つ
者
が
１
０
４
名
で

約
25
％
で
し
た
。
な
お
、『
津
軽
見
聞
記
』

に
船
問
屋
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
「
宮
本

屋
」「
竹
田
屋
」「
中
田
屋
」「
笠
嶋
屋
」
は
、

絵
図
で
は
「
屋
」
が
付
い
て
お
ら
ず
、
屋
号

以
外
に
含
め
た
の
で
、
実
際
の
屋
号
数
は
も

う
少
し
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

下
表
は
屋
号
の
分
類
表
で
す
。
①
町
や
村

の
地
名
を
用
い
た
者
が
38
名
、
②
明
治
時
代

以
前
の
地
域
区
分
で
あ
る
旧
国
名
を
用
い
た

者
が
16
名
、
③
物
品
名
を
用
い
た
者
が
32
名
、

④
由
来
が
判
断
で
き
な
い
者
が
２
名
で
し
た
。

　

①
と
②
は
『
津
軽
見
聞
記
』
と
同
じ
く
北

前
船
の
寄
港
地
の
屋
号
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。『
津
軽
見
聞
記
』
と
比
べ
る
と
、「
備び

前ぜ
ん

屋や

」
や
「
あ
こ
や
（
赤あ

こ
う穂
屋
）」
な
ど
、

瀬
戸
内
地
域
の
屋
号
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

『
津
軽
見
聞
記
』
よ
り
も
顕
著
に
見
ら
れ

る
傾
向
が
、
③
で
す
。
恐
ら
く
、
屋
号
に
記

し
た
物
品
を
商
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た

商
家
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
油
屋
・
米
屋
・
粕
屋
な
ど
は
生
活
用
品

を
、
桶
屋
や
網
屋
は
漁
業
道
具
を
取
り
扱
っ

て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

屋
号
は
自
由
に
付
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
全

て
が
こ
こ
に
書
い
た
と
お
り
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
屋
号
の
傾
向
か
ら
、
町

の
生
活
環
境
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。�

（
北
斗
高
校　

蔦
谷
大
輔
） 第32回

　今年１月１日、能登半島地震が発生し、今も深刻な被害が続いていま
す。被災された皆さまには心からお見舞いを申し上げるとともに、今回、
能登と鰺ヶ沢の歴史的なつながりについてご紹介したいと思います。
　地震で壊滅的被害を受けている能登半島先端の珠

す

洲
ず

市は、平安時代末か
ら中世まで続く焼き物の産地でした。「珠洲焼」は、北陸から北海道まで
広く流通し各地の遺跡で発掘されていますが、鰺ヶ沢町では、旧赤石小学
校の裏山から青森県で最古の「経

きょうようき

容器」が見つかっており特に注目されま
す。お経を入れる壺で、北日本における仏教文化の始まりを物語る、日本
最北の発見例とされているものです。
　さらに北前船が活躍する時代になると、日本海航路の要衝である能登の
港に、鰺ヶ沢商人の船が数多く寄港するようになります。今回被災地と
なった北前船寄港地・志賀町の福浦港には、鰺ヶ沢の丸二塩屋、備

びんちょう

長月永
の分家一元月永などの船が盛んに入港していた記録が残っています。また
その一方で、鰺ヶ沢の船問屋・能登屋清兵衛（冨田家の祖）のように、能
登から鰺ヶ沢へ移り住んだ一族もいました。
　富山県で学生生活を送った私にとっても、能登は思い出の多い土地で
す。大学２年の時、初めて参加した青森県十

とさみ な と

三湊の発掘調査で、遠く能登
から運ばれた珠洲焼のかけらを掘り出したのが、私の考古学の出発点でし
た。今回の地震の報に接し、改めて、日本海の海の道でつながっていた能
登と鰺ヶ沢、津軽との関わりを思わずにいられません。�（町学芸員　中田）

募金に関するお問合せ　総務課　総務班（○内325）

『鰺ヶ沢町絵図 （１）』 に見られる屋号の分類

〈能登半島地震に係る募金〉
期　間：２月29日（木）まで
場　所：役場１階町民ホール
　　　　海の駅わんど
集まった募金は、日本赤十字社を通し
て被災者にお届けします。

福浦の「佐渡屋客船帳」
に記された戸沼理左衛門
（丸二塩屋）明福丸の入
港記録。船の帆印が描か
れている。

（石川県立歴史博物館蔵）

能登と鰺ヶ沢のつながり
～能登半島地震に寄せて～

赤石出土の珠洲焼経容器（光信公の館蔵）

分類 屋号 人数 分類 屋号 人数

三国屋 8 桶屋 6
堺屋 6 油屋 5
伝法屋(谷) 6 米屋 4
嶋屋 5 風呂屋 2
泉屋 2 染屋 2
木津屋 2 甲屋 2
川口屋 2 網屋 2
大津屋 1 粕屋 1
小浜屋 1 古物屋 1
坂田屋 1 産毛屋 1
秋田屋 1 袴屋 1
池田屋 1 鍋屋 1
あこや あぶみや
(赤穂屋) (鐙屋)

能登屋 7 ねぶや

加賀屋 3 (根布屋)

越後屋 3 塩屋 1
若狭屋 2 菊屋 1
備前屋 1 大屋 1

奥谷 1
88

1

②
旧国名
(16名)

1

合計

③
物品名
(32名)

④その他
(2名)

①
町や村の

地名
(38名)

2

福浦● 

●珠洲 

● 

富山 
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〇
３
学
期
始
業
式

　

１
月
15
日
、
３
学
期
始
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
始
業
式
に
先
立
ち
、
１
日
に
発
生
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈
り
１
分

間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
川
浪
泰
浩
校
長
が
「
３
年
生
は
卒

業
に
向
け
、
１
・
２
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
次

の
学
年
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め

に
頑
張
る
よ
う
に
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
で
校
歌
を
合
唱
し
、
３
学
期

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

    

鰺
高
通
信

〇
２
学
年
修
学
旅
行

　

１
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
２
学
年
が
３

泊
４
日
の
日
程
で
京
都
・
奈
良
・
大
阪
な
ど

の
関
西
方
面
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
大
雪
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

４
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
楽
し
い
修
学
旅

行
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

両
手
い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
と
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
、
無
事
に
家
族
の

と
こ
ろ
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
間
外
出
時
に
、
ホ
テ
ル
か
ら
ス
リ
ッ
パ

の
ま
ま
外
出
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
駅
前

で
迷
子
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
奈
良

公
園
で
鹿
に
囲
ま
れ
た
こ
と
な
ど
、
忘
れ
ら

れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

～鰺ヶ沢高校行事予定～
（３月）

◦３月１日（金）　　卒業式

◦３月５日（火）　　選抜検査

◦３月15日（金）　　選抜合格発表

◦３月25日（月）　　入学予定者説明会

◦３月26日（火）　　修了式・離任式

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
ＨＰ：http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

　

朝
早
い
時
間
の
出
発
と
遅
い
時
間
の
到
着

に
も
か
か
わ
ら
ず
学
校
ま
で
の
送
迎
を
し
て

い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
今

回
の
修
学
旅
行
に
携
わ
っ
た
多
く
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
探
究
活
動
合
同
発
表
会

　

１
月
25
日
、
西
北
地
区
高
校
生
「
み
ら
い

を
創
る
」
探
究
活
動
合
同
発
表
会
が
五
所
川

原
市
の
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
（
オ

ル
テ
ン
シ
ア
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
、
郷
土

に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
、
地
域
へ
の
貢
献
意

欲
の
醸
成
を
図
り
、
県
内
定
着
を
促
進
し
、

持
続
可
能
な
青
森
県
を
創
造
で
き
る
人
財
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
て
の
県
立
高
校

で
実
施
し
て
い
る
「
あ
お
も
り
創
造
学
」
事

業
で
の
探
究
活
動
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の

で
す
。

　

鰺
ヶ
沢
高
校
か
ら
は
、
１
年
生
の
對
馬
善

生
君
が
「
若
者
も
新
規
参
入
で
き
所
得
向
上

が
期
待
で
き
る
鰺
ヶ
沢
町
の
漁
業
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
し
た
。
對
馬
君

は
、
町
の
地
域
資
源
の
中
か
ら
漁
業
に
着
目

し
ま
し
た
。
漁
業
が
抱
え
る
「
漁
業
者
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
」「
漁
業
者
の
所
得
向

上
」
の
２
つ
の
課
題
に
対
し
、
自
身
が
取
組

ん
で
き
た
体
験
活
動
を
通
し
て
「
漁
業
従
事

者
も
Ｉ
Ｔ
技
術
を
身
に
着
け
、
副
業
を
可

能
と
す
る
」「
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
を
超
え
る
、

映
え
る
料
理
の
提
供
と
開
発
」
と
い
う
解
決

策
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

金閣寺を背景に

奈良公園での様子

発表する對馬君（中央）とサポートする
藤田理玖君（左）と大船光琉君（右）
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ご結婚おめでとう！（１月16日～２月15日届出分）

（渋　谷　太　明　（舞　戸　東　町）長谷川　夏　紀　（北　浮　田　町）

　　これからお世話になります
　このたび、１月１日付けで法テラス鰺ヶ沢法律
事務所に赴任しました弁護士の佐々木と申します。
出身は、埼玉県さいたま市です。さいたま市は雪
とは縁遠く、冬の時期は毎日のように雪が降る
鰺ヶ沢での生活が非常に新鮮です。こうした環境
の変化は、心機一転して頑張ろうという気持ちに
させてくれます。
　まだ赴任してから日が浅く、地域のことも、こ
の地に住まわれている方々のことも、分からない
ことだらけです。だからこそ、地域のことをよく
学び、依頼者の方のお話をよく聴き、少しでも地
域の皆さまのお悩みを軽くすることができるよう
に尽力します。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。
� 弁護士　佐

さ

々
さ

木
き

　洋
よう

輔
すけ

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。

今月の戸籍の窓

交通事故発生状況（令和６年２月中）
発生件数 1件（－12）　　死 者 数 0人（± 0）
傷 者 数 3人（－14）　　※カッコ内は前年との比較
《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口（令和６年１月末現在）
男 4,102人（4,110 － 8）　　女 4,637人（4,648 －11）
計 8,739人（8,758 －19）　世帯数 4,374（4,377 － 3）

※カッコ内は先月との比較

（１月16日～２月15日届出分）

神　　　鏡　子　（82歳）　南　浮　田　町

網　野　ヤ　ヱ　（94歳）　赤　　　　　石

神　　　和　子　（75歳）　南　浮　田　町

山　田　昭　子　（87歳）　黒　　　　　森

世　永　セ　ル　（86歳）　赤　　　　　石

今　　　テルエ　（95歳）　保　　木　　原

一　戸　テツヱ　（91歳）　岩　　　　　谷

齊　藤　勝　義　（87歳）　中　　　　　下

小　野　孝　市　（85歳）　赤　　　　　石

神　　　シ　マ　（93歳）　湯　　舟　　町

井　筒　德三郎　（88歳）　中　　村　　町

北　嶋　　篤　　（64歳）　田　　中　　町

清　野　みつゑ�（104歳）　富　　根　　町

葛　 　世志子　（93歳）　大　　和　　田

鳴　海　英　雄　（83歳）　舞　戸　本　町

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038-2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９－４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内
◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）
◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９
◆業　　務
①法律相談（面談による相談。★事前予約制★）
・有料での法律相談
・�無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）

※�65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外
出ができない方など、法律事務所へ赴くこと
が困難な場合には、弁護士による出張法律相
談ができる場合があります。お気軽に法テラ
ス鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など
～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　�弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！

　お待ちしております。

佐々木弁護士

（下　山　晃　生　（七　ツ　石　町）小　野　望　美　（五 所 川 原 市）

法テラス鰺ヶ沢通信 Vol.100
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★まちのホームページ
　　　　　⇒　https://www.town.ajigasawa.lg.jp



　町と岩手県久慈市は、津軽藩始祖「大浦光信公」が久慈市出
身という縁で「歴史文化で結ぶ友好協定」を締結するなど、歴
史文化の交流や観光分野などで連携を深めています。
　１月18日、鰺ヶ沢町議会（神孝議長）と久慈市議会（濱欠
明宏議長）が、災害時の相互応援などの内容を盛り込んだ友好
交流協定を締結しました。
　神議長は「両議会の新たな門出に立ち会えて嬉しく思う」、
濱欠議長は「新たな取組の第一歩」と挨拶し、握手を交わしま
した。また、平田町長は「両議会の交流活発化のきっかけとな
れば」と協定の締結を歓迎していました。

久慈市議会と町議会が友好交流協定を締結

両地域の繁栄を願い協定を締結

　１月上旬、ロサンゼルス・ドジャースに所属する大谷翔平選
手から町内の小学校２校に野球グローブが届きました。これは、
大谷選手が全国の小学校に３個ずつ寄贈しているもので、子ど
もたちに野球に興味を持ってほしいという想いが込められてい
ます。
　１月12日、西海小学校（川浪久和校長）では、児童への大
谷グローブお披露目会が行われ、代表児童がキャッチボールを
して使い心地を確かめました。キャッチボールをした児童は
「嬉しかった」「使いやすい」などと話していました。
　西海小学校では、寄贈されたグローブを児童が休み時間など
に使用できるようにしています。

大谷選手のグローブが町内小学校に届く

　公益社団法人青森県防犯協会連合会が主催する少年防犯作文
コンクールにおいて、鰺ヶ沢中学校（相馬治校長）３年生の長
谷川瑞葵さんが銀賞を受賞しました。
　１月18日、鰺ケ沢警察署（芳賀延聡署長）から長谷川さん
へ表彰楯が贈呈されました。「私の意地」と題し、いじりとい
じめについて作文を書いた長谷川さんは「いじりは、軽く捉え
てはいけない行為。発表できてよかった」と受賞を喜びました。
　また、長谷川さんの防犯作文を読んだ芳賀署長は「いじりに
よって苦しんでいる友人や仲間がいたら、手を差し伸べてあげ
てほしい」と話していました。

鰺ヶ沢中・長谷川さんの防犯作文が銀賞を受賞

　１月30日、舞戸小学校（三橋豊校長）の３学年39名が、高
齢者疑似体験学習などを行いました。これは、高齢者への理解
を深め、接し方などを学ぶことを目的として行われたものです。
　学習会では、児童が順番に高齢者役を体験し、視界がぼやけ
て見える眼鏡や軍手などを身に着け、電話帳から電話番号を書
き写す作業などを行いました。はっきりと見えない文字や滑っ
てめくれないページに戸惑いながらも、児童は真剣に取組んで
いました。
　高齢者疑似体験をした児童は「おばあちゃんの気持ちが分
かった」と話していました。

舞戸小児童が高齢者疑似体験

体験を通して高齢者への理解を深めました

銀賞を受賞した長谷川さん（中央）

大谷グローブを手にする児童
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